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E1
リモコン通信回路不良

連続点滅 消灯

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

�«�‰�y�4�8�������•���è	×�0�'�'

�?�o �æ�· �¿�Ä�p 
Y
	×�™�<�p�V�”�T �•

��
ü�Ž �º�t
�á�8 �½�£�¿�«�Þ �”�Å�U

�‰�•�b�” �T�•

�4�8�������› �0�'�'/³�0�/

�:�&�4

�:�&�4

�/�0

�æ�Þ� �̄ï �t
Y �` �X
�è�º �â�Ç�¿�Ä�U�J�å

� �̂• �o�M�”�T �•
�/�0

�«�ˆ�y��
ü�Ž	Í�&�a � �̀o �‹�æ�Þ�¯ �ï
¯ �Ô�U�®�º �;
�������������������¬�Ý�¤� �̄w�‡�‡�T �r �O�T�•��

�«�‡�y

�?�o �æ�· �¿�Ä

�/�0

�æ�Þ� �̄ï �t�J �å�^ �•�o�M�” �è�º �#�$ �}�S�‘�| �F 
:�q
€ ��
� �̂• �o�M�”�è �º�â �Ç�¿�Ä�w�ž�Å�è �µ�S�‘�| �F 
:�x�ù �l�o �M�” �T�•

�¢�â �Ç�¿�Ä� 
ƒ�s �t�‘ �”�ž �Å�è �µ�6 
ƒ�� �z�â�Ç�¿�Ä�* �ˆ�z
�?�o �$�� ���s �t�‘ �“�J �å�º�0 �U
Y�` �X�s�M �D�ó 
Q�U
�K�“ �‡�b �w�p�½�£�¿�«� �̀o �X�i�^ �M�{�£

�:�&�4

リモコン初期化

ノイズによる誤動作
周辺環境確認

室内制御基板不良→
交換

リモコン不良→交換

２．異常検出方法

リモコン－室内ユニット
間の通信が運転中に 2 分
以上正常にできない場合

（リモコンでのみ検出）

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・リモコン－室内ユニッ
ト間通信回路不良

・ノイズ
・室内制御基板故障
・リモコン不良
・リモコン設定不良

注記：室内側ではリモコンと 180 秒間正常に通信できない場合，室内ユニットの基板は自動的にリセット
スタートします。
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す

・各室内ユニット
アドレスＮＯ. は異なっているか
P450,P560 形は搭載している
2 枚の基板のアドレスＮＯ. が
親子設定により正しく設定

されているか
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全機種

同一系統内の室外ユニッ
トがない

①室外ユニットの電源
   未投入
②室内・外のペアリング
　不適合
③室内制御基板不良
④室外制御基板不良
⑤現地配線未接続

 

 

同上

１．対象機種

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

５．故障診断と処置

注記：

 

処　置 

 ノイズによる一過性の誤
動作，ノイズ源あれば修
正

予備回路に変更

室内制御基板交換

（ASV4形は手動アドレス
   設定のみ有効です。）

 

修正

修正

修正

室外制御基板交換

診　断 

 E3は室内外の通信が一度も成立しない時に発生する通信エラーです。一旦室内外の通信が成立すればE5とな
ります。
共に，現地通信用配線を確認ください。

YES

NO

NO

NO

NO

YES

NO

NO

YES

YES

YES

YES

電源リセットし再運転する

E3/E5発生

スーパリ
ンク回路の保護ヒュ

ーズ切れ

室内制御基板LEDは
OKか

室外ユニット電源
確認はOKか

室内に
設定した室外アドレ

スはOKか

スーパリンク
信号線接続はOKか
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E5 運転中に通信異常連続点滅 下記参照

連続点滅 2 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

リモコン液晶表示
正常に戻ったか 

電源リセット 

NO 

YES 

NO 

室内赤LEDが消灯 

室外ユニット 
側で信号線の接続 

ＯＫ？ 

室内～外 
ユニット間信号線の 
接続ＯＫ？ 

リモコン液晶表示は
正常に戻ったか 

注⑴　室外端子台での接続不良
         （外れ，緩み）を点検

電源リセット 

注⑵　室内～室外ユニット間信号線の接続  
不良又は断線を点検。

YES 

NO 

YES 

NO 

YES 

NO 

室内赤LEDが2回点滅の場合 

信号線修理

信号線修理

「内機確認中」表示の
診断へ

ユニットは正常です。
（一過性ノイズ等によ
る誤作動）

室外制御基板不良
（ネットワーク通信回
路不良）→交換

ユニットは正常です。
（一過性ノイズ等によ
る誤作動）

２．異常検出方法

室内－室外が2分以上正常
に通信ができない場合

３．異常発生条件

運転中に同上を検知

４．予想原因

・号機設定ミス
・信号線接続不良
・リモコン配線断線
・リモコン配線接続不良
・室内制御基板不良

注記：ポンプダウンスイッチが押されますと，室内ユニットとの通信をキャンセルするため，室内ユニッ
ト及びリモコンには“伝送異常・E5”が表示されますが異常ではありません。

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
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E6 室内熱交温度センサ不良連続点滅 1 回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

NO

YES

室内熱交温度センサ
コネクタの接続
はOKか？

室内熱交温度センサの
特性はOKか？

YES

温度－抵抗特性 

温
度
セ
ン
サ
抵
抗
　

（kΩ）

温　度  （℃）

15 

10

5 

0 10 30 40 20 50 

25℃で5kΩ

修正→コネクタ接続

室内熱交温度センサ
不良→交換

室内制御基板不良→
交換

（室内熱交温度センサ
入力回路不良）

２．異常検出方法

室 内 熱 交 温 度 セ ン サ
（ThI-R1，R2，R3）
の異常低温および異常高
温（抵抗）を検知

３．異常発生条件

温度センサがー 50℃以下
を連続 5 秒間検知した場
合は圧縮機を停止します。
3 分遅延後に圧縮機を再
起動させ，1 回目の検知
から 60 分以内に再検知
した場合。

４．予想原因

・�室内熱交センサコネクタ
不良

・室内熱交センサ不良
・室内制御基板故障

注記：

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E7 室内吸込温度センサ不良連続点滅 1 回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

NO

YES

室内吸込温度センサ
コネクタの接続
はOKか？

室内吸込温度センサ
の特性はOKか？

YES

温度－抵抗特性 

温
度
セ
ン
サ
抵
抗
　

（kΩ）

温　度  （℃）

15

10

5

0 10 30 4020 50

25℃で5kΩ

修正→コネクタ接続

室内吸込温度センサ
不良→交換

室内制御基板不良→
交換

（室内吸込温度センサ
入力回路不良）

２．異常検出方法

室 内 吸 込 温 度 セ ン サ
（ThI-A）の異常低温およ
び異常高温（抵抗）を検
知

３．異常発生条件

・�温度センサがー50℃以
下を連続 5 秒間検知し
た場合は圧縮機を停止
します。3 分遅延後に圧
縮機を再起動させ，1 回
目の検知から 60 分以内
に再検知した場合。

４．予想原因

・�室内吸込温度センサコネ
クタ不良

・�室内吸込温度センサ不
良

・室内制御基板故障

注記：
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E10
   1 リモコン複数台制御時

接続台数オーバー（17 台以上）
連続点滅 消灯

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

1個のリモコンに17台
以上接続していないか NO

YES

リモコン不良→交換

16 台以下に変更２．異常検出方法

1 リモコンで室内ユニット
17 台以上を検知した時

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・接続台数オーバー
・リモコン不良

注記：

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
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ユニット

（親子）した場合

（親子）
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室内ユニット
アドレス設定で自動・手動が
混在していないか　※ （ASV4形は手動アドレス

   設定のみ有効です。）

室内ユニット
アドレス設定で自動・手動が
混在していないか　※

126
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E14 親子室内制御基板間通信異常連続点滅 3 回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

P450、P560 診　断 処　置

室内制御基板の
親・子のアドレス設定
はよいか

NO

YES

室内ユニット間
のリモコン配線
不良？

電源リセット
で復帰するか？

YES

NO

NO

YES

アドレス設定修正

配線修正

室内制御基板不良→
交換

・ノイズ誤動作
・�周辺環境を確認

２．異常検出方法

親子室内制御基板通信異常
発生時

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・アドレス設定ミス
・リモコン配線断線
・リモコン配線接続不良
・室内制御基板不良

注記：

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E15 室内吹出温度センサ不良連続点滅 1 回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

NO

YES

室内吹出温度センサ
コネクタの接続
はOKか？

室内吹出温度センサ
の特性はOKか？

YES

温度－抵抗特性 

温
度
セ
ン
サ
抵
抗
　

（kΩ）

温　度  （℃）

15

10

5

0 10 30 4020 50

25℃で5kΩ

修正→コネクタ接続

室内吹出温度センサ 
不良→交換

室内制御基板不良→
交換

（室内吹出温度センサ
入力回路不良）

２．異常検出方法

室 内 吹 出 温 度 セ ン サ
（ThI-AF）の異常低温およ
び異常高温（抵抗）を検
知

３．異常発生条件

・�温度センサがー50℃以
下を連続 5 秒間検知し
た場合は圧縮機を停止
します。3 分遅延後に圧
縮機を再起動させ，1 回
目の検知から 60 分以内
に再検知した場合。

４．予想原因

・�室内吹出温度センサコネ
クタ不良

・�室内吹出温度センサ不
良

・室内制御基板故障

注記：
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E16 室内ファンモータ異常
（51Fの場合）

連続点滅 1 回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

YES

YES

ファンモータ
の回転部に異物が挟
まっているか？

ファンモータの端子台
○，○，○間にAC200V
の電圧はあるか？

正常になつたか？

手でファンを空回し
したら，なめらか
に回転するか？

YES

NO

NO

NO

YES

電源リセット

51F作動

U　V　W

異物を取り除く

ファンモータを交換

ファンモータを交換

ファンモータを交換（ファ
ンモータを交換しても異常
が出る場合には，室内制御
基板を交換してください）

一過性ノイズが乗った
ことによる

２．異常検出方法

室内ファンモータ回転数

３．異常発生条件

４．予想原因

・室内制御基板不良
・ファンモータの回転部

の異物
・ファンモータ不良
・室内制御基板の塵埃
・外来ノイズ，サージ

注記：

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

っ
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E18
  

親子室内アドレス設定不良
連続点滅 1 回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全形式 診　断 処　置

正しい親室内ユニッ
トアドレスに設定し
直してください。

親室内ユニットに電
源を入れてください。

SL 信号線をつないで
ください。

室内制御基板の故障

→基板交換

（先ず最初に子室内
ユニットの基板を交換
してください。

復旧しなければ、 親
室内ユニットの基板を
交換してください。）

２．異常検出方法

⑴�　 設 定 し た 親 室 内 ユ
ニットアドレスが、同
一の SL 信号線のネッ
トワーク上に存在しな
い場合。

⑵�　子室内ユニットアド
レスとして設定したア
ドレスを親室内ユニッ
トアドレスとして重複
して設定した場合。

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・親室内ユニットアドレ
スの設定ミス

・親室内ユニットの電源
が入っていない。

・親子室内ユニット間に
SL 信号線がつながって
いない。

・子室内ユニットまたは
親室内ユニットまたは
両方の制御基板が故障。

注記：

YES

NO

NO

YES

設定した親室内ユニットアドレス
は正しいですか？

親室内ユニットに電源は
入っていますか？

親子室内ユニット間はSL信号線
でつながっていますか？

YES

NO

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
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E19
  

運転チェックモード異常
連続点滅 1 回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

室内制御基板不良→
交換（ディップスイッ
チ不良）

SW7-1をOFFし電源を
リセット

２．異常検出方法

E19 発生

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

ディップスイッチ設定ミ
ス（ディップスイッチの戻
し忘れ）

注記：

SW7-1がON？

電源ONと同時に
E19発生

NO

YES

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
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E28 リモコン温度センサ断線連続点滅 消灯

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

YES

NO

YES

リモコン温度センサの
接続はよいか

リモコン温度
センサの特性は良いか
断線は無いか？

リモコン温度センサ抵抗温度特性（ThC） 

0 

1 

2 

4 

6 

8 

10 

12 

65

62

59

53

48

44

40

36

14 

16 

18 

20 

22 

24 

26 

28 

33 

30 

27 

25 

23 

21 

19 

18 

30 

32 

34 

36 

38 

40 

42 

44 

16 

15 

14 

13 

12 

11 

9.9 

9.2 

46 

48 

50 

52 

54 

56 

58 

60 

8.5

7.8

7.3

6.7

6.3

5.8

5.4

5.0

温度（℃） 抵抗値（kΩ） 温度（℃） 抵抗値（kΩ） 温度（℃） 抵抗値（kΩ） 温度（℃） 抵抗値（kΩ）

修正

リモコン温度センサ
不良→交換

リモコン基板不良→交換
（リモコン温度センサ
入力回路不良）

２．異常検出方法

リモコン温度センサ (Thc)
の異常低温 ( 抵抗 ) を検知

３．異常発生条件

温度センサが断線状態を
連続 5 秒間検知した場合
は圧縮機を停止します。

４．予想原因

・リモコン温度センサ接続
不良

・リモコン温度センサ不良
・リモコン基板不良

注記：リモコンセンサ無効→有効切り替えの 10 秒間以降は，断線しても E28 は表示しません。同時に使
用するセンサをリモコン→室内吸込温度センサに変更します。リモコンセンサを有効にしても点検
表示の吸込温度表示は室内吸込温度センサの値となります。

　　　E28 発生した場合、異常リセットは電源 OFF にて実施ください。

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 



−330−

スイッチ

内

室外ユニット

室外アドレス No 重複，設定不良

す
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室外ユニット

室外制御基板入口の電源
電圧をチェックする。

（T 相のみチェック）

・室外制御基板不良

室外制御基板交換
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室外ユニット

335

AC

室外制御基板不良

吐出管温度が 130℃（140
形：115℃）以上を検出・
圧縮機停止を 5 回 /60 分
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室外ユニット

センサを交換する。

・室外制御基板不良

室外熱交温度センサおよ
び過冷却コイル温度セン
サの異常低温（抵抗）を
検知

電源 ON 後 20 秒間又は圧
縮機 ON 後 2 分～ 2 分 20
秒の間に断線・短絡状態
を検知。40 分間に 3 回発
生した場合。
電源 ON 後 20 秒間に検知
した場合は 1 回で発生

室外熱交温度センサ (Tho-R1,2,3,4) 断線・短絡
過冷却コイル温度センサ (Tho-SC,-H) 断線・短絡
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室外ユニット
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・室外制御基板不良

室外吸込温度センサ（Tho-A）の温度－抵抗特性

室外吸込温度センサ
（Tho-A）を交換する。

室外吸込温度センサ断線・短絡（Tho-A）

室外吸込温度センサの異常
低温（抵抗）を検知

電源 ON 後 20 秒間又は圧
縮機 ON 後 2 分～ 2 分 20
秒の間に断線・短絡状態
を検知。40 分間に 3 回発
生した場合。
電源 ON 後 20 秒間に検知
した場合は 1 回で発生
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室外ユニット

温
度
セ
ン
サ
抵
抗 
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圧縮機ON 後、2 分 ～ 2 分
20 秒の間に断線・短絡状
態を検知し，40 分間に3 回
発生した場合。

吐出管温度センサ断線・短絡（Tho-D1,D2）



−336−

室外ユニット

室外制御基板交換

63H1又H2は4.15（3.5）
MPa以上で作動したのか

高圧センサの値は4.15
（3.5）MPaを示しているか

（正常か）

高圧が4.15MPa（リフレッ
シュ：3.5MPa）以上を 60
分以内に 5 回又は，60 分
間連続検知。
但し、電源ONからの圧縮機
運転時間が積算 30 分以内
で連続運転時間 10 分未満
の場合は１回。

・室外制御基板不良

注⑴（　）内数値は
リフレッシュを示す。
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

･運転状態の確認、記録
･パワトラ温度の確認
･室外ファン、インバータ
  冷却ファンの動作確認
･故障診断E48に従って修            

E41（E51）
７セグメント：E41（E51）－1, 2 ※1 パワトラ過熱連続点滅 消灯

※2

１．対象機種 ５．故障診断と処置

室外ユニット 診　断 処　置

室外ファンは回っていたか

電源をリセットし、再運転する

電源OFF後

インバータ冷却ファンは回っているか

２．異常検出の方法

３．異常発生の条件

４．予想される原因

1.パワトラ不良
2.パワトラセンサ不良
3.インバータ基板電源
不良

4.ファンモータ異常
5.インバータ冷却ファン
異常

注記：

７セグメント表示（E41，E51）
（P224 ～P450のみ）

NO

上吹き？
横吹き？

YES 

NO

YES 

NO運転後再現するか

YES 

上吹き

横吹き

注⑴（　）内数値は140形を示す。

NO

電源OFF後

電源ON後

パワトラセンサ特性はOKか（※） NO

YES 

※1　 E41－1（E51－1）：CM1，E41－2（E51－2）：CM2　※2　 E41－1（E51－1）：1回点滅，E41－2（E51－2）：2回点滅

パワトラセンサのコネクタ接続は
OKか（短絡・断線確認）

NOパワトラの取付は正常か
ねじの締付、放熱シリコン確認

NOインバータ基板のDC15V電源
はあるか（※4）

YES 

YES 

YES 

ON領域にも関わらず回らない場合は、
制御基板のコネクタ部（※3）で電圧を確
認してください。
AC200Vある場合は、インバータ冷却
ファンを交換。
0Vの場合は制御基板を交換。
インバータ冷却ﾌｧﾝは下の条件で運転

静観
（可能であれば継続しデー
タを取得する。）

OFF ON
72（81）℃ 75（85）℃
パワトラセンサ温度1,2

センサを確実に接続する。

※センサ特性は、348ページ
　参照。パワトラセンサ交換。

52XがONしていることを確認
して測定すること。
インバータ基板交換。

パワトラにシリコンをしっかり
塗って放熱フィンにしっかり
固定してください。

パワトラ交換。

※3 測定箇所　CNN8 ①－③ピン間
※4 測定箇所　P140形：C51の＋－間
　　　　　　P224～P450形：C19の＋－間
      再現しない場合は、メンテPCを接続しデータ取得を継続する。（各地区の技術課が管理する。）

パワトラからの異常信号が
60分以内に5回発生。（E41）
又は、15分連続で発生。
（E51）

停止30分前データをメンテPCに保存する。

  理する。

連続点滅
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E42

７セグメント：E42－1,2※1 カレントカット（CM1,CM2）連続点滅 消灯

※2

１．対象機種 ５．故障診断と処置

室外ユニット

パワトラ内蔵の電流セン
サでインバータ出力電流
の異常電流を検出。

パワトラからの異常信号
を15分以内に4回検知。
又は、圧縮機回転数≧80rps
の場合、30分以内に4回検知。

診　断 処　置

故障診断E48に従って
修理

圧縮機交換
オイルセパキャピ・ス
トレーナ点検
（要すれば交換）

運転状態の確認、記録
異常な圧力になってい
ないか

静観。

圧縮機交換。

インバータ基板交換。

静観。
最初の※の圧縮機交換。

パワトラ交換。

パワトラ交換。

インバータ基板交換。

２．異常検出の方法

３．異常発生の条件

４．予想される原因

1.圧縮機不良
2.冷媒漏れ
3.冷媒回路部品不良
4.パワトラ不良
5.インバータ基板不良
6.ファンモータ異常

注記：※3 測定箇所　P140形：C51の＋－間
　　　　　　　　　P224～P450形：C19の＋－間
　　　　※4 測定箇所　P－U,P－V,P－W,N－U,N－V,N－W,P－N間の抵抗値を確認する。（圧縮機の配線を外して確認すること。）
　　　　        再現しない場合は、メンテPCを接続しデータ取得を継続する。（各地区の技術課が管理する。）

※1　 E42－1：CM1, E42－2：CM2　※2　 E42－1：1回点滅, E42-2：2回点滅

停止30分前データをメンテPCに保存する。

30分前データを評価する。

YES 

YES 

YES 

YES 

YES

YES

NO

NO

NO

NO

パワトラ
異常

短絡
あり

正常

E42-※
の※が
変化
しない
場合

YES
（1台のみ再発）

YES
（2台再発）

NO
（2台とも再発せず）

その他
（チェッカーなし
含む）

NO 

NO 

再発する
圧縮機が
入替わるか

電源リセットし、再運転する。

  インバータと
圧縮機の配線を
入換えて再運転

問題ないか

圧縮機巻線
抵抗・メガ・モータ絶縁は

室外ファンは回っているか

再発するか

圧縮機1台の
システムか

インバータ基板
にDC15V電源はあるか

（※3）

インバータ
出力はあるか

インバータ基板不良
チェッカーで確認

パワトラモジュール間の
抵抗値測定(※4)
(短絡していないか)

E42－※の※が変化した場合

再発するか

52XがONしていること
を確認して測定するこ
と。

連続点滅
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室外ユニット

規定外の室内ユニット台数
が登録されているとき
規定外の室内ユニット容量
が接続されている場合

・接続台数異常
・接続容量異常
　室内ユニットの合計接続
　台数および接続容量が
　規定を外れた状態で運転
　した場合

・室内外アドレス設定ミス
・通信線の接続ミス
・室内外の通信異常

1. 対象機種

２. 異常検出

３. 異常発生条件

４. 予想原因

５. 故障診断と処置

注記：処置後，電源リセットしてから試運転確認を実施し，異常表示が発生しないことを確認してください。
　　　　室内外電源リセットがないとアドレスが正しく確定されません。

処  置診  断

運転状態の確認，記録

室内ユニットの電源が

内容

接続台数異常，接続容量異常

表示

ﾘﾓｺﾝ:E43
7ｾｸﾞﾒﾝﾄ:E43-1,2

LED 緑 赤

室内 点滅

点滅

消灯

室外

NO

NO

YES

YES

停止30分前データをメンテPCに保存する。

運転／停止中に

※1

E43-1/1回点滅：接続台数異常，E43-2/2回点滅：接続容量異常

※1

※1

電源をリセットする。

E43表示

室内ユニット接続容量が
変動する。

規定台数／容量が
外れている。

NO

室内外通信異常の可能性が
あります。
故障診断E5を参照。

設備図面に対して7セグメ
ントコードやメンテPCで
台数を確認（他系統も含め
確認すること）。

室内外のアドレスを総点検
　◇室外：メンテPC，7セグメント，QSS，ロータリスイッチ
　◇室内：リモコン，QSS，ロータリスイッチ
で確認。

通信線上に予定
以上の室内ユニットがある。
または室内ユニット容量が

予定より減っている。

AB間の抵抗値やQSSでも
確認のこと。

OFFされた履歴がないか
確認する。

室内アドレスおよび接続
容量を点検し，修正する。

通信線が別系統と
つながっていませんか。
通信線を分離する。

室内ユニットの電源が
OFFされていないか
確認する。

アドレスを修正する。
（いずれかのアドレスが
間違っています。）

ロータリスイッチを修正
しても正しいアドレスに
ならない基板は交換。
（ロータリスイッチ不良）

※ロータリスイッチ不良の可能性もあるため，スイッチ
以外の方法を推奨する。

※交換前にアドレス設定
のロータリスイッチが
壊れていないか確認
してください。
（過去に5番が壊れて
いた例があります。）

ご注意
アドレス変更後，電源リセットしないと
アドレスが確定されません。

NO

YES

YES

YES
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Ｅ44
7 セグメント：E44 －1，2 ※ 1 液バック異常（CM1，2）

連続 消灯

連続 ※ 2

１．対象機種 ５．故障診断と処置

室外ユニット 診　断 処　置

配管 / 配線接続を正規
に修正

冷媒量を適正に調整

ＳＶ1，2交換 
コイル交換

・EEVSC 交換 
・コイル接続確認・交換 
・Tho-H 交換，PSL 交換
・室内電子膨張弁交換 
・コイル接続確認・交換 
・�ThI－R1，2，3位置確

認・交換
・�フィルタ清掃
・�ファンモータコネクタ

接続確認
・�ファンモータ交換
※メンテPCの室内 
データ：ThI-R1，2，3から液 
バック気味の室内ユニッ
トを特定してみる（Ｒ3≑Ｒ
2だと液バック気味）

・EEVH1，2交換 
・コイル接続確認・交換 
・�Ｔho－Ｒ1，2，3，4位置

確認・交換
・�フィルタ清掃
・�ファンモータコネクタ

接続確認
・ファンモータ交換
Ｔho－C1，2交換

メンテPCによるデータ取得
を行ない，弊社へ調査依頼

２．異常検出方法

圧縮機のドーム下過熱度
が5℃以下の状態を連続
15分又は30分検知

（P140：10分検知）

３．異常発生条件

90分以内に3回検知した
場合（P224～P450）
60分以内に3回検知した
場合（P140）

４．予想原因

・配管 / 配線アンマッチ
・オーバーチャージ
・過熱度制御不良
・液バイパス回路不良
・過冷却コイル回路不良
・ドーム下温度センサ不良

注記：再現しない場合はメンテ PC を接続しデータ取得を継続する。（各地区の技術課が管理する。）

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

YES  

停止前30分間データをメンテPCに保存する。 

配管/配線の接続間違いはないか
・設備図面での室内ユニット台数と
　室外ユニットの室内認識台数とを
　比較チェック

YES  

現地追加チャージ量が過大でないか 
・冷媒量計算および追加チャージ記録を再チェック 

YES  

ＳＶ1，2から冷媒漏れがないか 
・電磁弁前後の配管温度をチェック 

YES  

過冷却コイル回路は正常か 
・EEVSCが開き放しになっていないか 
・冷房時ならばＴho-Ｈが抜けていないか 
　特性はOKかPSLの特性はOKか 

YES  

冷房時ならば室内過熱度制御は正常か※
・室内電子膨張弁が開き放しになっていないか
・ThI－R1，2，3の取付位置は正しいか特性はOKか
・フィルタ詰りはないか
・室内ファンは回るか

YES  

暖房時ならば室外過熱度制御は正常か
・EEVH1，2が開き放しになっていないか
・Ｔho－Ｒ1，2，3，4の取付位置は正しいか特性はOKか
・PSLの特性はOKか
・氷雪や粉塵等によりファンが目詰りしていないか
・室外ファンは回るか

Ｔho－C1，2の特性はOKか 

NO  

NO 

注⑴224～560形のみ

NO 

NO 

NO 

NO 

NO 

YES 

⑴

※1　 E44－1：CM1，E44－2：CM2　※2　 E44－1：1回点滅，E44－2：2回点滅
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表示 ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
連続点滅 消灯

※2

１．対象機種 ５．故障診断と処置(E45-2でもINV1の点検もすること)

室外ユニット 診　断 処　置

YES 

電源リセットし、再運転する。

再発するか

140形か

52C又は52XはONするか

NO

電源をOFFし
インバータ基板-制御基板間の

ハーネス、コネクタの接続は良いか

室外制御基板のDC12V(140形：DC15V)
電源(※3)、はあるか

インバータ基板ーダイオードモジュール間の
ハーネス、コネクタ接続は良いか

 

静観。

運転状態の確認、記録
可能な限りエラー発生
30分前の運転条件で確認。

室外制御基板交換。

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

注記：※3 測定箇所　P140形：C13の＋－間
         　　　　　　　P224～P450形：C21の＋－間
          ※4 測定箇所　LX3,4（8HP～）CNM1,CNM2の①－③ピン間（CNM2は圧縮機2台システムのみ）
          　　再現しない場合は、メンテPCを接続しデータ取得を継続する。（各地区の技術課が管理する。）

リモコン： E45
７セグメント： E45－1,2※1 インバータ・室外制御基板間通信異常
※1　 E45－1：INV1, E45－2：INV2　※2　 E45－1：1回点滅, E45－2：2回点滅

7セグメント表示（E45）

NO 

NO 

NO 

NO 

NO 

NO 

タイオードモジュールの短絡や断線はないか

YES 

NO 

NO 

YES

インバータ基板の緑 or 赤のLEDが
点滅 or 点灯しているか

停止30分前データをメンテPCに保存する。

電源ON

突入抑制抵抗は断線していないか

電源OFF電源OFF

YES 

YES 

YES 

YES 

NO

NO

YES 

YES 

YES 

YES 

抵抗に接続されているﾊｰﾈｽを外して端子間
の抵抗値を測定する。断線の場合は抵抗を
交換する。断線の場合は、ダイオードモジ
ュールとインバータ間のハーネスも確認。
抵抗を交換しても再度抵抗が断線する場合
は、ダイオードモジュールを交換する。

ハーネスの断線ないか点検
/コネクタ抜けないか点検
問題があれば修正する。

メンテPCでONにも関わらずONしな
い場合は、制御基板のコネクタ部（※4）
で電圧を確認してください。AC200V
ある場合は、52Xを交換。
0Vの場合は室外制御基板を交換

52XがONしていることを確認する
こと。
インバータ基板交換。

52XがONしていることを
確認すること。

インハ－タ基板のスイッチ設定は正しいか

1.通信線不良
2.インバータ基板不良
3.室外制御基板不良
4.突入抑制抵抗不良
5.52X不良
6.ダイオードモジュール不良

ハーネスの断線ないか点
検/コネクタ抜けないか
点検
問題があれば修正する。

ダイオードモジュールの交換。
点検方法は技連（ISTE06002）参照。

インバータ基板のスイッチ設定を修正。
インバータ基板を交換。
それでも直らなければ室外制御基板を交換

パワトラのP-N間にDC280Vはあるか
インバータ基板と室外制
御基板間の通信が成立し
ない時

連続点滅
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E48

7セグメント：E48－1,2※1 室外DCファンモータ異常（1/2）点滅 消灯

点滅 1,2回※1

１．対象機種 5．故障診断と処置（E48-1でもファンモータ2も点検すること，E48-2でもファンモータ1も点検すること）

室外ユニット 診　断 処　置

ファンモータ交換

インバータ基板交換

ファンモータ交換

インバータ基板交換

次ページ参照

エラーが発生した
ファンモータ交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・配線断線未挿入
・ファンモータ故障
・インバータ基板不良
・室外制御基板不良
・パワトラ不良
・ダイオード
　　モジュール不良
・突入抑制抵抗不良

注記：※2 測定箇所　P140形： 室外制御基板のCNI3（2-3ピン間）
　　　　　　　　　　P224～P450形：  室外制御基板のCNI1（2-3ピン間）
         　　再現しない場合はメンテPCを接続しﾃﾞｰﾀを取得する。（各地区の技術課が管理する。）

※1　E48－1；FMO1/1回点滅　E48－2；FMO2/2回点滅

電源OFFし、ファンモータ制御信号をはずし、再運転

電源OFFし、ファンモータ制御信号をつけ、再運転

手で室外ファンが滑ら
かに回転するか

室外制御基板に
DC15V電源あるか

モータを見て故障したファン
が入れ替わるか

インバータ不良判定用診断
チェッカーを持っているか

診断はOKか

再運転

2個のファンモータ制御信号を制御
基板のコネクタ部で入れ替える

NO 

NO 

NO 

NO 

NO 

※2

室外制御基板に
DC15V電源あるか

NO ※2

電源OFF

A 

YES

YES

YES

ファンモータ電源
ヒューズガ切れていないか

ヒューズ交換

NO 

YES

⇒インバータ基板交換時には※2以降
（突入抑制抵抗の断線及び
　パワトラ，ダイオードの短絡確認）
　も合わせて実施のこと

YES

E48－1→E48－2に変化時⇒交換
E48－2→E48－1に変化時⇒交換

室外ファンモータの回転
数異常を検出

・�400min-1 以下の回転数が 
連続 10 秒間検知（P224
～ P450）

・�実回転数 100min-1 以下
を連続 30 秒間検知

上記いずれかを各ファン
で60分以内に5回検知した
場合
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E48

7セグメント：E48－1,2※1 室外DCファンモータ異常（2/2）点滅 消灯

点滅 1,2回※1

１．対象機種 5．故障診断と処置（E48-1でもファンモータ2も点検すること，E48-2でもファンモータ1も点検すること）

室外ユニット 診　断 処　置

電源OFF

室外制御基板の
速度指令電圧が緩やか
に上昇して数Vで電圧が

一定になるか

パワトラもしくは
ダイオードモジュールが

短絡してないか

1系統突入
抑制抵抗が断線して

いないか

室外制御基板を交換

1系統突入抑制抵抗交換
（抵抗に接続されている
ハーネスを抜取り、端子
間の抵抗値を測定）

絶縁不良である1系統
パワトラもしくは1系統
ダイオードモジュール
交換（短絡確認方法は
304ページ参照のこと）

No.1,2ファンモータを
交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・配線断線未挿入
・ファンモータ故障
・インバータ基板不良
・室外制御基板不良
・パワトラ不良
・ダイオード
　　モジュール不良
・突入抑制抵抗不良

注記：※2 測定箇所  室外制御基板のC43,C45 の +-間
         　　再現しない場合はメンテPCを接続しデータを取得する。（各地区の技術課が管理する。）

※1　E48-1；FMO1/1回点滅　E48-2；FMO2/2回点滅

※2

A

NO

NO

NO

YES

YES

YES

室外ファンモータの回転
数異常を検出

・�400min-1以下の回転数が 
連続 10 秒間検知（P224
～ P450）

・�実回転数 100min-1 以下
を連続 30 秒間検知

上記いずれかを各ファン
で60分以内に5回検知し
た場合。
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室外ユニット

346

低圧センサの
コネクタ接続部

は OK か

低圧センサ特性
は OK か※

室内熱交温度
センサのコネクタ
接続部は OK か

室内電子膨張弁の
開度変化はあるか

室内電子膨張弁
コイルの断線・絶縁

チェック

メンテ PC 等の
データから

室内電子膨張弁が
正常に動作
しているか

・�室内電子膨張弁閉 
（作動不良）
・冷媒量不足
・�つまり（室内電子膨張弁，

ストレーナ）
・室外制御基板不良
・室内制御基板不良
・室内熱交温度センサ不良

室内熱交温度センサ交換

室内制御基板交換
室内電子膨張弁コイルを交換

室内電子膨張弁本体又は
ストレーナを交換

室外熱交換器側のショー 
トサーキット，ファン
モータ故障はあるか

室内電子膨張弁
又はストレーナが
詰まっていないか

電源投入起動時：
低圧＜0.003MPa を5 秒間
検知。
運転中・停止中;
低圧≦0.134 MPa（0.18 MPa

（停止中））を30 秒間検知。
上記いずれかを60 分に5
回検知した場合。
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同時発停仕様
・天井埋込形4方向吹出し（FDT）
・天井埋込形2方向吹出し（FDTW）
・天吊形（FDE）
・天埋カセテリア（FDR）
・高静圧ダクト形（FDU）

個別発停マルチ
室外ユニット

室外ユニット

FDCVP2244HSX, 2804HSX

・天井埋込形4方向吹出し（FDT）
・天井埋込形小容量4方向吹出し（FDTC）
・天井埋込形2方向吹出し（FDTW）
・天井埋込形1方向吹出し（FDTS）
・天井埋込形小容量1方向吹出し（FDTSC）
・天埋カセテリア（FDR）
・高静圧ダクト形（FDU）
・天吊形（FDE）
・天吊耐油形（FDES）
・壁掛形（FDK）
・床置形ローボーイタイプ露出形（FDEL）
・床置形ローボーイタイプ隠蔽形（FDEU）

　　　　　　　　 冷熱事業部

三菱重工冷熱株式会社

●製品の仕様は改良のため予告なしに変更することがあります。

〒452-8561

〒108-0023

愛知県清須市西枇杷島町旭三丁目1番地

東京都港区芝浦２－11－５

三菱重工業株式会社




